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戸
隠
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八
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文
人
と
戸
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端
康
成
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戸
隠
に
赴
い
た
「
作
者
」
は
「
古
い
神
官

の
家
の
娘
」
で
あ
る
「
知
子
」
に
、

　「
日
本
の
故
郷
を
書
か
う
と
お
思
ひ
に
な
つ

て
、奥
信
濃
ま
で
い
ら
し
て
る
ん
で
す
の
ね
。」

　
と
、
言
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
の
「
作
者
」
と
は
小
説
「
牧
歌
」

の
主
人
公
で
、
生
身
の
作
者
川
端
康
成
の
分

身
と
考
え
て
い
い
。

　
川
端
が
最
初
に
戸
隠
を
訪
れ
た
の
は
昭
和

十
一
年
十
一
月
八
日
で
あ
り
、
二
度
目
は
同

月
二
十
三
日
で
、
こ
の
時
は
戸
隠
を
経
て
鬼

無
里
村
鬼
女
紅
葉
伝
説
の
岩
屋
に
向
か
う
。

そ
し
て
、
三
度
目
は
昭
和
十
二
年
九
月

二
十
九
日
、
柏
原
か
ら
バ
ス
で
戸
隠
に
向
か

い
、
そ
の
晩
は
戸
隠
中
社
久
山
家
に
泊
し
、

翌
日
、
奥
社
、
牧
場
を
見
る
。
こ
れ
ら
の
訪

問
を
も
と
に
、
川
端
は
「
婦
人
公
論
」（
昭

和
十
二
年
六
月
〜
十
三
年
十
二
月
）
に
、「
牧

歌
」
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
川
端
は

「
牧
歌
」の「
第
二
章
　
戸
隠
の
巫
女
」を「
一

つ
の
作
品
と
し
て
読
ん
で
も
ら
ふ
」
つ
も
り

で
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
、
改
造
社
版
『
川

端
康
成
選
集
』
全
九
巻
本
の
第
九
巻
目
に
収

載
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
牧
歌
」
は
信
濃
を
書
い
た
文
献
、

地
元
新
聞
等
を
多
く
作
品
化
し
た
、
い
わ
ゆ

る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
的
な
小
説
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
川
端
は
何
故
戸
隠
を
訪
ね
た

の
か
。
彼
の
発
言
で
は
「
信
州
の
小
説
は
、

ま
あ
四
五
年
が
か
り
で
ゆ
つ
く
り
書
く
つ
も

り
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
鉱
脈
に
も
ぶ
つ
か
る

だ
ら
う
と
楽
し
み
に
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
程

度
な
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
し
た
理
由

も
な
く
、
性
急
な
訪
問
で
も
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
文
中
の
「
鉱
脈
」
と
は
何
か
、
信
濃

の
歴
史
、
伝
統
、
風
土
、
人
情
、
い
ず
れ
も

明
確
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
小
説
に
書
か
れ

た
具
体
的
な
内
容
で
は
な
い
が
「
日
本
の
故

郷
」
を
探
し
求
め
に
訪
ね
た
の
か
、
詳
細
は

わ
か
ら
な
い
。
そ
の
「
牧
歌
」
に
は
、
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
戸
隠
に
は
、
古
都
の
や
う
に
、
美
し
い
子

供
が
ゐ
る
。
そ
の
典
雅
清
麗
の
面
差
の
子
は
、

礼
儀
正
し
く
、
山
は
厳
し
く
、
水
清
く
、
少

女
の
髪
は
黒
く
、
少
年
の
唇
は
赤
く
、
お
宮

か
お
寺
じ
み
た
家
は
、
柱
が
太
く
屋
根
の
萱

が
厚
い
。

　
そ
し
て
、神
社
で
の
巫
子
の
舞
に
つ
い
て
は
、

　
開
い
た
舞
扇
の
骨
を
握
つ
て
、
右
手
の
鈴

を
振
つ
て
、
単
調
な
笛
と
太
鼓
に
つ
れ
て
、

な
ん
と
い
ふ
単
調
な
舞
だ
。
そ
し
て
、
な
ん

と
い
ふ
無
心
の
舞
だ
。
古
い
世
の
人
形
の
舞

を
夢
に
見
て
ゐ
る
や
う
だ
。

　
単
調
で
無
心
で
あ
る
ゆ
ゑ
に
、
そ
れ
は
典

雅
優
麗
で
、
遠
い
王
朝
の
乙
女
の
舞
だ
。

　
と
、
表
現
し
て
い
る
。
戸
隠
は
伝
統
と
歴

史
に
彩
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
支
え
ら
れ
た
風
景

が
川
端
の
目
に
容
赦
な
く
映
っ
た
。
手
力
雄

命
が
天
の
岩
戸
を
引
き
開
い
た
と
い
う
伝
説

の
ゆ
え
な
の
か
、
と
に
か
く
す
べ
て
「
日
本

の
故
郷
」に
収し

ゅ
う

斂れ
ん

さ
れ
て
し
ま
う
。
川
端
は
、

こ
の
戸
隠
を
延
い
て
は
奥
信
濃
を
紹
介
し
た

く
て
、
と
い
う
よ
り
紹
介
す
る
こ
と
は
自
身

の
戸
隠
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は

す
な
わ
ち
「
鉱
脈
」
を
探
索
し
、「
鉱
脈
」

の
中
身
を
発
見
す
る
こ
と
に
な
る
。
川
端
は

郷
土
文
献
と
し
て
乙お

と

部べ

泉せ
ん

三ざ
ぶ
ろ
う郎
の
『
信
濃
御

巡
幸
録
』、
田
中
貢
一
の
『
信
濃
の
花
』
等
、

ま
た
戸
隠
に
関
し
て
は
勿
論
『
古
事
記
』
を

は
じ
め
、「
戸と

隠が
く
し

昔や
く

事じ

縁え
ん

起ぎ

」
等
を
読
み
こ

な
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
今
の
信
濃
、
そ
し

て
戸
隠
を
知
る
た
め
に
「
信
濃
毎
日
新
聞
」

を
隈
な
く
調
べ
て
い
る
。「
遠
山
部
隊
の
尊

き
犠
牲
者
」（
昭
和
十
二
・
九
・
二
十
九
）、「
保

定
付
近
の
大
激
戦
に
温
井
部
隊
名
誉
の
戦
死

者
」（
昭
和
十
九
・
九
・
三
十
）
は
い
ず
れ
も

信
濃
出
身
者
の
犠
牲
を
報
道
し
、
戦
局
著
し

い
現
実
を
書
い
て
い
る
。

　
一
方
、「
作
者
」
が
「
日
本
の
故
郷
」
を

書
き
に
来
た
の
に
、「
知
子
」
は
、「
私
は
故

郷
を
出
て
行
か
う
と
し
て
ゐ
ま
す
の
に

…
…
。」
と
い
う
。
戦
局
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
つ
つ
あ

戸
隠
と
川
端
康
成「
牧
歌
」

尚
絅
学
院
大
学
教
授
　
田
村
嘉
勝

川端康成文学碑

「牧歌」挿絵　当神社太々神楽の巫子の舞が
描かれている。「婦人公論」（昭和12年11月）
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る
往
時
の
日
本
を
物
語
っ
て
い
る
。「
軍
歌
」

一
色
の
東
京
と
は
違
っ
て
、
こ
の
信
濃
に
は

「
牧
歌
」
が
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
し
か
し
、

現
実
に
は
そ
の
「
牧
歌
」
も
消
え
、
銃
後
と

化
し
て
し
ま
い
、
伝
説
の
奥
社
も
、
す
で
に

兵
隊
の
安
否
を
祈
願
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
「
日
本
の
故
郷
」

は
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
変

わ
っ
た
信
濃
の
日
常
は
郷
土
文
献
や
地
元
新

聞
を
引
用
し
比
較
し
な
が
ら
書
き
綴
ら
れ
て

い
る
。
川
端
が
当
初
求
め
た
「
鉱
脈
」
は
と

う
に
失
せ
て
し
ま
っ
た
。
伝
統
と
歴
史
の
戸

隠
に
、「
牧
歌
」
は
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

第１2号

宮
城
県
生
ま
れ
。
大
学
、
大
学
院
を
通
じ
て
川
端
康
成

を
研
究
。

「
牧
歌
」
論
文
執
筆
の
た
め
、
数
年
に
わ
た
り
長
野
県
全

域
を
ま
わ
る
。

現
在
、
宮
城
県
名
取
市
に
あ
る
尚し

ょ
う

絅け
い

学が
く

院い
ん

大だ
い

学が
く

教
授
。

　
本
号
は
、
著
者
の
ご
了
解
を
得
て
、

一
面
の
上
段
の
図
版
を
差
し
替
え
ま
し
た
。

　
川
端
康
成
文
学
碑
は
、
昭
和
48
年
、

戸
隠
小
学
校
本
校
、
宝
光
社
分
校
（
当

時
）
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
牧
歌
」
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て

『
雪
国
』が
断
続
的
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。『
雪

国
』
の
作
品
舞
台
は
越
（
古
志
）
で
あ
る
。

信
濃
を
訪
問
し
な
が
ら
、
川
端
は
越
を
訪
ね

て
い
る
。「
日
本
の
故
郷
」
を
一
方
に
信
濃

に
求
め
な
が
ら
、
ま
た
一
方
に
越
に
求
め
て

い
る
。
東
京
で
「
軍
歌
」
に
辟へ

き

易え
き

し
た
川
端

は
、「
牧
歌
」
の
あ
る
信
濃
に
、ま
た
越
に
「
日

本
の
故
郷
」
を
求
め
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、

そ
れ
ら
は
す
べ
て
幻
視
・
幻
想
で
し
か
な

か
っ
た
。

　
川
端
は
、「
牧
歌
」
に
戦
争
を
書
い
て
い

な
が
ら
、『
雪
国
』
に
は
戦
争
を
書
い
て
い

な
い
。「
牧
歌
」
は
精
力
的
に
歩
い
た
川
端

の
当
時
の
精
神
位
相
を
探
る
の
に
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
作
品
と
し
て
あ
り
、
彼
の

代
表
作
『
雪
国
』
と
対
置
さ
せ
て
読
ま
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

太々神楽　巫子の舞

た
む
ら 

よ
し
か
つ
氏
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 「戸隠の巫女」が、『川端康成選集』第九巻（昭

和14年12月　改造社＝刊）に収められた後、初
めて独立して所収された単行本『高原』（昭和
17年7月　甲鳥書林＝刊）。装幀は堀辰雄。

等
「
柱
松
」
を
立
て
る
行
事
は
全
国
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、当
神
社
や
、

飯
山
市
の
小
菅
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る

五
穀
豊
穣
、
天
下
泰
平
を
祈
願
す
る
も

の
は
大
変
珍
し
く
、
民
俗
学
的
に
も
貴

重
な
も
の
と
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
一
山
の
聚
長
（
神
職
）
総

出
仕
に
よ
り
「
特
別
祈
願
祭
」「
行
列
」

「
松
山
伏
の
入
峰
修
行
」「
験
比
べ
」「
火

祭
り
」「
直
会
」
が
行
わ
れ
、
明
治
初

頭
に
そ
の
姿
を
消
し
た
修
験
道
の
聖

地
・
戸
隠
が
復
活
し
ま
す
。

　
こ
の
日
だ
け
の
「
特
別
祈
祷
」
が
行

わ
れ
、「
柱
松
特
別
授
与
品
」
も
お
受

け
い
た
だ
け
ま
す
。

　
柱
松
神
事
は
、
例
祭
の
後
の
「
火
祭
」

と
し
て
、
奥
社
、
中
社
、
宝
光
社
の
神
々

の
依
代
で
あ
る
幣
束
を
火
に
か
ざ
す
形
で

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
神
社
の
縁
起『
戸

隠
山
顕け

ん

光こ
う

寺じ

流る

記き

並な
ら
び
に

序じ
よ

』
に
「
煩
悩
業
苦

を
焼し

ょ
う

盡じ
ん

し
」
云
々
と
、
こ
の
神
事
に
つ
い

て
の
記
述
が
み
ら
れ
、
そ
の
起
源
は
鎌
倉

時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
江
戸
時
代
末
期
に
中
断
さ
れ
た
「
柱
松

神
事
」
を
復
活
さ
せ
る
べ
く
、
当
神
社
に

残
さ
れ
た
文
献
や
近
隣
の
博
物
館
に
収
め

ら
れ
て
い
た
「
絵
巻
」
な
ど
を
参
考
に
、

そ
の
意
義
、
様
式
な
ど
の
研
究
を
進
め
、

平
成
十
五
年
、
古
式
に
則
り
復
元
を
遂
げ
、

以
降
三
年
ご
と
に
斎
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
神
事
で
は
、
戸
隠
講
の
皆
様
は
も

と
よ
り
、
広
く
崇
敬
者
の
皆
様
の
祈
願
の

趣
を
記
し
た
「
祈
願
串
」
を
奥
社
、中
社
、

宝
光
社
に
見
立
て
た
大
松
明
の
下
で
、
密

教
で
行
う
護
摩
と
同
じ
手
法
で
お
焚
き
上

げ
し
ま
す
。

　
火
祭
り
と
し
て
、
祖
先
供
養
、
年
占
い

柱
松
神
事

七
月
七
日
（
土
）
前
夜
祭

　
　
八
日
（
日
）

	

十
二
時
半
　
特
別
祈
祷

	

（
中
社
社
殿
）

	

十
四
時
十
五
分
　
神
事
開
始

	

（
中
社
広
庭
）


